Q 本体前面が手前になるようじ持ち、本体側面 
のマウントブラケットをサポートブラケット 
じ差し込む。 



• 取り付けは1人でもできますが、なるべく複 
数をで行うことをお勧めします。 

• 本体の上下に搭載されている装置とぶつかる 
場合は、いったん本体を取り出して、サポー 
トブラケットの固定位置を調整してくださ 
い。 

@本体の前面をゆっくりと押してラックへ完全 


〜ラックに設置する場合 
(プラスドライバ-マイナスドライバが化要)〜 

取り付け部品の確認 


① マウントブラケット 

② マウントホルダー山） 

③ マウントホルダー ( R ) 

④ サポートブラケット 
⑥エクステンション 

ブラケット 


⑥ フ□ントべゼル 

⑦ コアナット 

⑧ ネジ A ( M 4, 6 mm ) 

⑨ ネジ B ( M 3, 6 mm ) 

⑩ ネジ C (皿ネジ， M 3, 6 mm ) 
⑩ネジ D ( M 5, 10 mm ) 



作業の流れ 

① マウントブラケットの取り付け 

② マウントホルダーの取り付け 

③ コアナットの取り付け 

④ サポートブラケットの取り付け 
⑥本体の取り付け 

⑥ 本体の固定 〔ミま] 

⑦ フ□ントべゼルの 
取り付け 





漂は2人な上で装置の底面をしつかりと持つて運んでください。 

ほこ日、油、煙のをい場所、また直射曰巧の结たる場所に設置しないでください。 
されている電源コードな巧を巧用しないで<ださい。 

は指定の電圧、コンセントに接続して<ださい。 

はタコち配線にしないで<ださい。 


A ま意 



〔を]エクステンション 
ブラケツトはラック 
の奥行きが700 
上のときに必要。 





ボス穴* 

エンボス* 

それぞれのエンボスをボス巧にはめ込んでください。 


g 本体を取り付ける位置搞さ）を確認してか6〕 
アナ、 ソ トをラック フレー ムのス □、ソ ト（角穴)に 
取り付ける（前面/背面とわ片側じ2個ずつ)。 



1 U (1 U を 
示す刻巧 
がある） 


ラック前面 ラック背面 

(1 U 間にある3つのス （1 U 間にある3つのス□ットの 
□ットのうち上と中央うち上と下に取りがける） 

の2つに取り付ける） 


* コアナットはラック内側か6マイナスドライバなどでコ 
アナ、 ソ トのクリ 、ソ プをス □、ソ トじ引っかけてください。 

0 くラックの奥行きが700 mmL ソ上の場合のみ〉 


①マウントブラケットを引き 
延ばし、分解する。 
ブラケット B 
(マウントブラケット 
の内側のブラケット） 



ブラケット A 
(マウントブラケット 
のか側のブラケット) 


②エクステンションブラ 
ケットをブラケット B 
に差し込む。 



、ソメに引つかかるまで 
差し込む 


③エクステンションブラ 
ケットをネジ C (1 本)で 
固定する。 



④ブラケツト A をェクス 
テンションブラケット 
に差し込む。 



Express5800/SG300c 


はじめにお読み<ださい 


^Startup Guide 


NEC 


箱を開けてか5本装置の初期設定を完 
了ずるまでの手順を説明します。 

このスタートアップガイドに従って作 
業して < ださい。 

測品!を推說ずる 


スタートアップガイド 

856 - 124844 - 304-01 2006 年 2 月第 2 版 

11111111111111111 

© NEC Corporation 200己，200巨 
製 社の許可なく 複製- 改変などを行うことはでをません。 

このマニュアルは再生紙を使用しています。 


お包箱を開け、添付品びそろつていることを確認して<ださい（ごま文の構がにより、下記 
なかの添付品び同おされている場合びあ0ます)。 


本体 

電源コード 
フ□ントべゼル 
セキュリティ キー 
(フ□ントべゼルに貼り付けられています） 
ゴム足(卓上設置用） 

ラック搭載用取り付け部品 
(ステップ 4 を参照） 


八ードディスクドライブ取り付け • 
ネジ (8 本)*1 • 

ソフトウェアパ、ソケージー式 ♦ 

(バックアップ CD - ROM が含む） • 
EXPRESSBUILDER ( SE ) CD-ROM 
SystemGlobe DianaScope 
Additional Server Licenced ) 
( DianaScope のライセンス） 


お客様登録申込書 

保証書(本体捆包箱に貼り付けられています） 

使用上のごを意 

スタートアップガイド(本書） 


添付の CD - ROM は、再セットアップの時に必要となりますので大切に保管しておいてくだ 
信要さぃ。 

*1 ごを文の構成により、本体に実装されている場合があります。八ードディスクドライブ取り付けネジは特殊 
ネジです。大切に保管してください。 

*2 バックアップ CD - ROM の中には r ユーザーズガイド」や各種オンラインドキュメントも格納されています。 
ユーザーズガイドやオンラインドキュメントは Adobe Reader で閲覧できる PDF ファイルです。 
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ユーザーズ ガイドを読む 


ユーザーズガイドはバックアップ CD - ROM の中に格納されています。ユーザーズガイドは 
Adobe Reader で閲覧できる PDF ファイルで、巧の HTML ファイルか6表おさせることびできます。 

< バックアップ CD - ROM >:/ manual.html 


ユーザーズガイドでは、本装置を安全に取り扱うためのを意事項や 
Startup Gl // ‘づ e では記載されていないセットアップに関する詳細な 
説明、運用やアップグレードに関する説明が記載されています。ま 
た、「故障かな？」と思ったときのトラブル回避の手段やサービスに 
関する情報も記載されています。本装置を取り扱う前にぜひお読み 
ください。 


悠 


PDF ファイルを閲覧するためじは、 Adobe Reader 日本 
語版が必要です。 Adobe Reader はアドビ社の Web サイト 
か6無償でダウン□ー ドすることができます （ httP :// 
www . adobe . co . ip ; 〇 


rc 追 ホ オブシ ヨン， X 
1^駐巧紙 二 

を巧用上のごを意-おう 
gl 垃じめに 

HI 本 苗 こっいて 

||を巧属品 tDJiS 忍 
国1垃萬三#への譲激こっ L 

1应；肖お品•装置の巧棄 t 

1底)曰；巧 

1 险 ユ-ザ-登録をしましょ 

1应オン別ンドキュイントに 

分。 j 

1田 {^1InterSec シリープにつ 

1叫^2 A -ドゥIァの収。巧 

1 システムの t ツトアツ 

1田を 4 つァイアウォ-ル低 

1が 底 5お 甲ち 巧ソ7トウ： 
1刮^6システムの化眼王 

1田喧7故降かな?と思ったと 

1应巧録 A 化な 

EKprewBeOOi/ リ-ス 

麵1をがまり呆ザサ-ピス会 
11应巧弓1 

II 隨 The BSD Copyright 

1 謝な 

II- ■ ►r 

N 8100 -1144 

Express 5800優關雜@ 

ユーザースガイド 


製本されたユーザーズガイドが必要な場合は、もよりの販売店、またはお買い求めの販売店 
にお間い合わせください。また、ユーザーズガイドは、 NEC の Web サイトか6ダウン□ー ド 
することができます （ h 1: tp :// nec 8. com / 一 [サポート情報]をクリ、ソクしてください）。 
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ラックを設置する 


本はは EIA 規巧に適合した19型 
(インチ）ラックか、卓上に設置して使用しま 
す。ラックに設置する場合は、巧の祭件を 
巧ってラックを設置して<ださい。 

ラックの設置は必ず複数名で行っ 
flk て<ださい。 


1 U 下の環境ま件を 
満たした場所 
<動作時> 

室内温度：1日で一3日で* 
湿度：吕〇〇/〇〜800/〇 
温度巧配：±10で/時 
気圧： 749~1040 hpa 
<休止時> 

室内温度：日で一 40° C * 
湿度：10%〜80% 

温度勾配：±1已で/時 
気圧： 749~1040 hpa 

’室内温度1已で~吕已での 
範囲げなてる場所での 
使用をお勧めしまず。 

添付の電源コードび届く 
範囲にあるコンセント 
または UPS 



ラック前面側 





ラック背面側 


• コアナットのネジ穴がサポートブラケットの 
ネジ穴の中央に位置するように固定してくだ 
さい。 

• 装置を搭載したときに上下に搭載されている 
装置とぶつかる場合は、取り付け位置の調整 
が必要になります。 


じ押し込み、セットスクリューでラックに固 
定する。 



5ケ-ブルを巧続する 

谭 


本な背面に LAN ケーブルをち続したを、添付の電源コードを接続します。ユーザーズガイド 
の2章を参照して < ださい。 


シリアルポートコネクタには専用回線を直接接続ずることはできません。 

PCU □ットに搭載されている LAN ボードに接続したケーブルを巧くときは、コネクタ 
のツメが手では巧しにくくなつているため、マイナスドライバなどを使用してツメを巧 
して巧いてください。その際に、マイナスドライバなどび LAN ポートやその他のポート 
を破損しないよう十分に注意してください。 



予備用" 


引き続きシステムのセットアップをします。 裏脈ご篡<ださい 。時時時 


A 安をに関するご注意 



装置をセットアップする前に r ユーザーズガイド J の 
r 使用上のごま意- おずお読みく だを い - J 
をお読みの上、注意事頃を守って正し<七ットアップして<ださい。 

• めれた手で電源プラグの巧を是しをしないで<ださい。感電するおそれがありまず。 

• 内蔵型オプションの取り付け-取りかしは電源コードをコンセントか S 巧いて巧つてください。 

• 雷が鳴り出した5ケーブルおをさめ装置に触 S ないで<ださい。落雷による感電のおそれびあります。 

• 「ユーザーズガイド J に記載をれている内容を除を、分解•修理-改造を巧わないで<ださい。 


持ち運びの I 
化、湿気、 I 
装置に添付; 
電源コード I 
電源コード I 
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本化を設置する 


本化を卓上または曰 A 規格に適合した 
19型(インチ）ラックに設置します。 

〜卓上に設置する場合〜 



底面には滑り止めの 
「ゴム足」を貼りがける 
(6 か所） 


本体前面 



dm 


ラックの設置や本体の取り付けは必ず 
複数名で行ってください。 


0 マウントブラケットのネジ穴と本体側面のネ 
ジ穴を合わせ、ネジ A (各2本)で固定する。 



S ネジ B (各1本)でマウントホルダーを取り付け 
る。 



h コアナットを取り付けた位置にサポートブラ 
ケット前後のフレームを合わせる。 


確認用の穴^ 



サ ホー トブフケット 
のネジ穴部分がラ、ソ 
クのフレームより 
手前にあること 


* サポートブラケットの連結部分にある穴がもう一方の 
サポートブラケットでふさがれていることを確認して 
ください。少しでも隙間がある場合は、エクステン 
シヨンブラケットを取り付けてください。隙間が見え 
る状態ではサポートブラケットの連結部分の強度が維 
持できません。力が力□わると連結部分が外れてしまう 
おそれがあります。 

@サポートブラケットを支えながらネジ D (左ち 
各3本)で固定する。 


- □ 0 _ 





































































































































































































































巧目を入力したら r ホへ(が >说巧してください 


<房る®」 I ホへ卿> ] キャンたル」 
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m 入設定用デイスクを作がする 


本装置をネットワークにち続するために iK 要な設定情報び保巧されたディスクを作巧します。添付の r 初期導入設定用ディスク J と Windows XP / 
2000、または Windows NT 4.0 、 Windows 98び動作するコンピュータを用意してください。詳しくはユーザーズガイドの3章 r 初期導入設定用ディ 
スクによる設定 J を参照してくだをい。 


ここでは«下のネツトワーク憤巧での設定例を 
巧します。 


の Windows マシンを起動し、添付の「初期導入 


設定用ディスク」をフ□ッピ - 
ブにセツトする。 


•了イスクドフイ 


初期導入設定用ディスクはライトプ□テクト 
されていない状態にしてください。 

国フ□、ソピーディスクドライブ内の r 初期導入設 
定ツール (S ね 「tupConf.exe)」 を起動する。 

初期導入設定 ツールが 起動します。 ツールは 
ウィザード形式で進みます。入力した内容が 
間違っている場合は、警告メッセージに従っ 
て入力内容を確認-修正してください。 

函[次へ]をクリックする。 

函ネットワ ー クインタフ エースを 設定する（内 
部/外部ポートについてはステップ5を参照)。 

このシートの設定頂目はずべて入力必須でず。 


面非武装地帯 (DMZ) を構成するネットワークと 
予備用のネットワークの設定をする（ここでは 
画面イメージを省略します）。 


面ルーティングを設定する。 

[デフオルトゲートウ I イ]は入力必須です。 


ファイルの AJ けお） 


デフォルトヴ-卜化イ w~ 

封的ルーティンヴ 

-. 1 — . 
-- 1 — . 


' JJ モート封里端末び巧部のがネットワー 
.くたさい。 

谢こを本試ちシールで設定してくださ U 


阿2 . 1247 . |5 . 1254 


ネットワークアドレス 
ネットマスク 
ヴ-トウエイ 


項目を入力したら r みへ(が>_|ぞ巧してください 


く房る(西」 [ みへ職> I キャンセル 


团 ネームサーバと NTP サーバの 設定をする（ここ 
では画面イメージを省略します）。 

面管理者のメールアドレスとリモートメンテナン 
スの設定をする。 

[管理者のメールアドレス]は入力必須です。 


ファイルの AJ レブお） 


トインテナ::^^: m のを脚哉する設定を巧います。 

；>；ールヴートウェイの肝アドレスぞお巧した巧合、システムが菊 f する y —ルはローカ J 
化0 ローザ巧てに配送されます。 TRAP 送情をホスト1ドァドレスコぉ關ドのトラッブ5! 
ホストを設定できます。 


封里をの y -ルアドレス f 

>；ールヴートたィ r 

TRAP 掛言を本スト IP アドレス r 


巧目を入力したろじ大へ(が > J 対甲してください 


く戻る(昼）」 [ V 欠へがい I キャンたル」 


函 Management Consolet こ関する設定をする。 

このシートの設定項目はずべて入力必須でず。 

パスワードの入力の際は、タイプミスのないよ 
うじを意して入力してください。 


ファイルのヘルプが 


離巧ち娘端磐顯帮另辭か。 


ポートせ号 
を巧をアカウントを 
バスつード 
バスワードの再入力 


巧目を入力したら r みへ化) >巧巧してください 


<房る(昼）」 [ :欠へ(が> 1 キャンたル I 


圃セキュアシェル (SSH) に関する設定をする。 

SSH を使用してシステムじ接続する場合に設 
定します。パスワードの入力の際は、タイプミ 
スのないようじを意して入力してください。 


ファイルの AJ レブお） 


諭 

17 Secure 訊 eHCSSH 划竞巧する 
ボート#号 
昔巧をアカウントる 
バスワード ド*龍* 

バスヮードの再入力 P ** 龍 

巧目を入力したろ r みへ(が> J ぞ巧してください 


けた巧をはを巧目に値を入力してください。 


—く戻る(を」 [ 次へ# >1キャンむル 


圆 Express 5800 /SG300 に接続できる管理クラ 
イアントの設定をする。 

[接続元1 IP アドレス]は入力必須でず。 


圃二重化構成の使用有無を選択する（ここでは 
画面イメージを省略します）。 

二重化の構築については r ユーザーズガイド」を 
参照してください。 

画ライセンスキーとサポートキーを入力する（こ 
こでは画面イメージを省略します）。 

最低1つのライセンスキーを入力しておかない 
とファイアウォール機能を利用できません。 

すべての入力が完了したら、設定した内容が初期 
導入設定用ディスクに書き込まれます。設定完了 
のメ 、ソセージが 表示されるまで フ□、ソピー デ ィス 
クドライブから取り出さないでください。 


痴巧導入設定情報を口-ドする 


7 

/ 初期導入設定用ディスクの内容を本化 
に□ードして初期セットアップをします。詳しく 
はユーザーズガイドの3章 r 初期導入設定用ディス 
クによる設定 J を参照して<ださい。初期導入設 
定用ディスクは再セットアップの際にをほ用しま 
す。セットアップの完了をも大切に保管してくだ 
をい。 


のステップ6で作成した初期導入設定用ディス 
クがライトプ□テクトされていないことを 
確認して、本体のフ□、ソピーディスクドラ 
イブにセットする。 

国本体の電源を ON にする。 

セットアップを開始します。2〜3分ほどで 
完了します。 



POWER スイ、ソチ 
( POWER ランプ兼用) 


函フ□、ソピーディスクドライブのアクセスラン 
プが消のしていることを確認して、初期導入 
設定用ディスクを取り出す。 

セットアップじ失敗した場合は自動的に電源が OFF 
(POWER ランプ消の）じなります。その場合は、 
Windows の r メモ帳」などを使って初期導入設定用 
ディスクに書き出される□グファイル noggirig.txt」 
を開いてエラーメッセージを確認し、トラブルの解 
みを試みてください。 

エラーメッセージの意□末については、ユーザーズガ 
イドの3章 r システムのセットアップ」一「セットアッ 
プに失敗した場合」を参照してください。 






ほ斌 


听 U 广 

厂 k 广 k 

li t k k 

k t It k 


i r 賺側 




システムにログインして、基本設定をチェックずる 

管理クライアントか6システムへ接続し、基本設定の確認と変更をします。詳細は、3章 r シ 


ステムの基本設定 J を参照して < ださい。 


丘]本体と同じ内部ネットワークにある管理クラ 
イアントを起動する。 

国管理クライアントから Web ブラウザを起動する。 

Web ブラウザは Internet Explorer 6 SP1 (日本 
語版- Windows 版) W 上を使用してください。 

山 URL (こ 「https://nnn.nnn.nnn.nnn:mmmm/」 
と入力する。 

nnn.nnn.nnn.nnn は本体の内部ネットワーク 
【こ割り当てた IP アドレスです。 mmmm には初 
期導入設定ツールで設定したポート香号を入 
力してください。 

函セキュリティの警告画面で[はい]をクリック 
する。 


E 7 キユリティの营告 


證離えことはぁ 


团 Management Console のトップ画面左にある 
メニューか6[基本設定]をクリックする。 



り この t キュリティ|が月まの日巧はちかで才。 

A このセキュリティ託巧 t じは、ま示しようとしているぺ—ジのをおと一巧す 
一 るちかなるぉびぁ。ます。 

•倚巧しますか？ 


はいな ）I I いいえの）つ1が月きのま示が I 


面ステップ6の Management Console に関する 
設定で入力した管理者アカウント名とパス 
ワードを入力し、□グインする。 



面[システム管理者□グイン]をクリックする。 


面表示内容を確認、または変更して[設定]をク 
リックする。 



函[戻る]をクリックする。 


揉作なまる巧 


Management Console 

I or System Administrator 


匯 ••• 

麗•パ 



NECCopyright ( C ) NEC Corporation 2000-2005 


操作は成なしました。 

不要なサービスをお動しなし、ようにする処理も実行しました。 

圆 

操作結果通知でシステムの再起動の指示が 
あった場合は、 Management Console の 
トップ画面左じあるメニューから[システム] 
一[システムの再起動]一[即再起動]の順にク 
リックして再起動ください。 
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セキュリティポリシーを作る 


r かんたん設定ウイザード J をほって七 
キュリテイポリシーを作成します(必ず1度実行し 
て<ださい)。詳し<は、ユーザーズガイドの3章 
の r セキュリティポリシーのセツトアップ J で説明 
しています。 


Management Console のトップ画面左にあるメ 
ニューから[ファイアウォール]をクリ、ソクし、 
r ファイアウォール」メニューで[かんたん設定] 
をクリックします。表示された画面でウィザー 
ド形式にポリシーを登録していきます。[次へ] 
で先に進みます。[戻る]で1つ前に戻れます。 




ファイアウオールを導入するネットワーク巧脚3どちらですか？ 

ホへ I 


广 DMZ なし 



季 A 


口 DMZ あり 





現なの巧巧では、同じネットワークアドレス I こ属するインタフェース巧な 
なしないため、ブリソジの巧巧は进巧できません。 

广ブリッジ 

ポリシーの作成後、同様に r ファイアウォール」 
メニューの[ルール設定]で[詳細設定]をクリッ 
クすると、作成したポリシーじついてより詳細 
な設定をすることができます。詳細設定の説明 
じついては、4章で詳しく説明しています。 


パックアップを取得する 

ここまでで設定したシステムの基本設 
定とセキュリティポリシーのバックアップを取得 
します。詳し<は、ユーザーズガイドの3章の 
r バックアップ J を参照してくだをい。 


システム基本設定 

[システム]アイコンをクリックして、「その他」 
から[バ、ソクアップ/リストア]をクリックしてく 
ださい。 


セキュ U ティポ U シー 



[ファイア ウォール] アイコンをクリ 、ソク して、 
r システムメンテナンス」か6[バックアップ/リ 
ストア]をクリックしてください。 


ライセンスとサポートサービスの登録をする 


0 

ク 詳細な手順は、3章の r セキュリティ 
ポリシーのセットアップ J で説明しています。ス 
テップ6の手順13でライセンスキーとサポート 
キーの登録を巧つていない場合は、はじめにライ 
センスの登録を巧います。ライセンスキー、サ 
ポートキーの取得については1章の r ライセンス 
キー J および r ソフトウエアサポートサービス J を参 
照して < ださい。 


Management Console のトツプ画面左じあるメ 
ニューから [ファイアウォール]をクリ 、ソク し、 
「ファイアウォール」メニューでライセンスの[確 
認/登録]をクリックします。表示された画面で 
ライセン スキー またはサポート キーを それぞれ 
入力して、[登録]をクリックしてください。 





T つがりのタスクをちア 
I ム さだる 


ユーザーズガイドの己章を参照してな下のタスクを 
完了をせてくだをい。 


• ESMPRO/ServerAgent のセ、ソトアップ 
参管理コンピュータのセットアップ 


な上で完了です。 



































































































































































































